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電気設備は、設置後25年経過で故障率が格段に上昇します。設備不良の原因のうち５２％が自然劣化となります。 

（出所：電気共同研究）20年を越えたら、更新計画のご検討を開始されることをご推奨いたします。 

 ５．２２～２４東京ビッグサイトで開催されましたＪＥＣＡ ＦＡＩＲ２

０１９ 第６７回 電設工業展へ出展いたしました。当ブースへ多数ご来場

いただき誠にありがとうございました。 

＜出展製品＞ 

－ 社会インフラ（一般産業、公共）向けコンテンツ － 

・励磁突入電流抑制型変圧器（油入、モールド） 

・受配電設備のメンテナンスサービス 

・新型多機能監視装置（製品コンクール参加） 

・受変電設備およびエネルギー監視・制御システム（MUDIC、エコWeb） 

・i-Reporter（現場、工場等における生産性向上アプリ） 

－ 電力インフラ（電力会社）向けコンテンツ － 

・送電線過負荷保護リレーシステム（OLR） －ＩＥＣ６１８５０搭載 

・スマートＳＩＳ（固体絶縁開閉装置）とデジタル変電所構想 

 

 次回ＪＥＣＡ ＦＡＩＲ２０２０は、２０２０．５．２７～２９ イン

テックス大阪で開催されます。出展予定しておりますのでぜひお立ち寄りく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

電力プラント事業本部 https://www.tktk.co.jp/ E-mail:dp.enjineer.mainteg@tktk.co.jp 

 

 

第３回講座は「ＣＶケーブルの劣化」をテーマにみなさまの保全活動にお役立ちいただける知識情報を紹介します。 

 

 ここ数年の経済産業省産業保安監督部の統計によりますと電気設備の波及事故の原因の約７０％は経年劣化への 

対応遅延が原因となっており、さらにその対応遅延のなかで約７０％を占める対象物がケーブルとなっています。 

主に自然劣化による絶縁破壊で地絡が発生してしまうというのが大部分です。よく考えれば他の受変電設備は、点 

検等を実施していますが、ケーブルは施工してから１回も何もしていないというものも多いため、その点も多く事 

故が発生している理由と言えます。 

 現在、稼働済みで一般的に施工されている高圧ＣＶ（架橋ポリエチレン絶縁ビニルシース）ケーブルの水トリー 

（Ｗａｔｅｒ Ｔｒｅｅ）現象（写真１）はよく知られた現象で絶縁部内に浸透した水分がトリー上に進行し、絶 

縁破壊を引き起こす現象です。ＣＶケーブルには、１９７５年あたりから製造開始されたＥ－Ｔタイプ（外部半導 

電層がテープ巻き）と１９８３年あたりから製造開始されたＥ－Ｅタイプ（外部半導電層が一括成形）があります。 

（図１構造参照）Ｅ－Ｔタイプは、テープ巻きの部分から劣化により水分等の侵入を受けやすく、長期信頼性は、 

Ｅ－Ｅタイプより劣ります。電力会社の調査では、Ｅ－Ｅタイプはほぼ水トリー現象は発生していないと聞いてい 

ます。Ｅ－ＴタイプかＥ－Ｅタイプかは、どのメーカもケーブル自体に表示していますので実際のケーブルを見れ 

ば分かるようになっています。（写真２参照） 

 ケーブルの経年事故件数は、約２０年を境に大幅に増加する傾向があります。（図２参照）Ｅ－Ｔケーブルをご 

使用になられていたり、そろそろ設置から２０年を経過する場合は、更新等の計画作成やケーブル劣化診断等の実 

施が必要です。一旦事故が発生してしまうとケーブル手配、ケーブル布設など思わぬ長期間停電対応が必要となる 

場合がありますので事前の対応が重要となります。 

 

 厚生労働書の統計では、２０１８年度熱中症の死傷者（死亡と休業4日以

上）数は１１７８人となっています。これはここ数年 ４～５００人台で

あったため、ほぼ倍増となっており、大きな社会問題となりました。ＷＢＧ

Ｔ計や熱中症グッズの設置などをご対応された会社様も多いと思います。

2018年建設業の現場では、空調服等の冷却服の採用が拡大しました。当社

でも、空調服を注文しましたがメーカ生産が追いつかない状況で結局夏季に

間に合わず、涼しくなってから入荷という苦い思いをしています。 

 

＜熱中症 知っておいた方が良いこと＞ － 飲料は、口が渇く前に飲め 

 熱中症は、汗で失った水分と塩分などの電解質不足が原因で発生します。 

 よって、水だけ飲んでもダメで塩分、糖分等が含まれた飲料を飲む必要が

あり、一般的にはスポーツドリンク等が推奨されています。 

 ２リットルぐらいミネラル水を十分飲んでいた方も塩分（Ｎａ：ナトリウ

ム）不足で熱中症になったこともあるそうなので注意が必要です。 

 ところが、スポーツドリンクを飲んでもＮａ（ナトリウ 

ム）等を吸収するのに時間がかかるため熱中症の症状が現 

れてから飲んでも間に合わないそうです。 

 よって、口が渇く前に少量ずつでも飲んでおくことが非 

常に大事となります。 

 

 まだまだ暑い日はありますので、ご注意ください。 
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